
いつも，インシデント報告ありがとうございます 

京大病院医療安全情報115 

2019.07.29 

【医薬品名称の間違い】 
 事例１：医薬品名称が分からなかった＜医師‐医師間＞ 
 

造影検査前に、腎機能が低下していることが判明した。 
放射線部門から電話があり、安全管理マニュアルに従い、炭酸水素ナトリウム
バッグ1000mLを180mL/時にて投与することを推奨された。 
炭酸水素ナトリウムはメイロンのことだと考え、メイロンですか？と確認した。
メイロンかどうかは分からないが、炭酸水素ナトリウムがメイロンであれば、
それでよいです、と回答があった。 
 
   メイロン静注 8.4% バッグ（250mL） 1000mL（4bag）を処方した 
 
    8.4％ではなく、1.26%炭酸水素ナトリウムが正しい処方だった 

 事例２：医薬品名称が分からなかった＜看護師-看護師間＞ 
 

医師から、プロタミンを準備するよう口頭指示があった。病棟常備薬の棚を探
したが、プロタミンが見つからず、プロタノールを見つけた。 
別の看護師に尋ね、プロタミンがプロタノールだと言われ、準備を開始した。 
（名称は違うが後発品だと思い込んだ。） 

誤 

正 

【注意】バッグ製剤は、メイロン（先発品）と炭酸水素ナトリウム（後発品）の2規格の 
    採用があり、濃度が異なります。（どちらも炭酸水素ナトリウムです） 

「メイロ」でオーダー 
すると8.4%バッグのみ 

「タンサ」でオーダー 
すると8.4%と1.26%の 

バッグが出る 

プロタノール（β刺激薬）とプロタミン（ヘパリン拮抗薬）は、別薬剤です 



インシデント報告に基づいた情報共有です 
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プロは、正しい情報と照合する！ 
相手がよく分かっている人か、見極めましょう。 
聞き間違え、覚え間違いも人の常です。「正しい情報」を是非ご覧ください。 

薬が分からないとき・・・ 
 
①医薬品集を調べる 
②電子カルテの医薬品情報を参照 
③薬剤師に聞く 
 
医師間、看護師間で、確認しても、 
よく知らない者同士の場合には、
誤りに気付かないことがあります。 
 
また、マニュアルに記載があるこ
とを知っていたら、マニュアルを
是非、ご活用ください。 
 

プロの確認方法は、 
「正しい情報を参照する！」です。 

マニュアルはココ 
KING6ポータル右欄 


